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59

4. ほとんどない

訪問調査日

58

平成３０年０３月０９日

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）4. ほとんど掴んでいない

1. ほぼ全ての利用者の

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての家族と

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php基本情報リンク先

項　　目

自然環境に恵まれた郊外の広い敷地の中に、小規模多機能ホーム併設のグループホーム「や
すらぎ」がある。毎週金曜日には、隣の小規模多機能ホームに出かけ、そこの利用者と共に、カ
ラオケやエステ、マッサージを楽しみ、暮らしの活性化に取り組んでいる。提携医療機関の医師
による往診体制が確立し、入居前からのかかりつけ医との連携と併せ、安心の医療体制が整っ
ている。「食べることは人生で一番大切なこと」との思いから、調理専門の職員による旬の食材
を使った美味しい食事を提供し、十分な量を利用者は毎食完食している。我儘の言える自由気
ままな暮らし、美味しい食事と職員との信頼関係が、利用者の長い入居年数に繋がり、職員が
「私も家族もやすらぎに入居したい」と思えるホームを目指し、園長を中心に熱い想いで取り組
んでいる、グループオーム「やすらぎ」である。

項　　目

所在地

60

3. 利用者の１/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが

所在地

自己評価作成日 平成３０年０３月２２日評価結果確定日平成30年1月5日

1. ほぼ全ての職員が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが

2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ全ての家族等が

3. 職員の１/３くらいが

1. 毎日ある

66
3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

1  自己評価及び外部評価結果

4071901153

法人名 株式会社　ケアスピリット

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 スタッフのアンケートそのまま掲載。　①認知症の方に対して認知度に依り支援対応等をスタッ
フでいつも話し合い、個々の支援をおこなっている。（ほぼ全員同意見）②毎週金曜日にお隣の
あんしんへ、遊びに出かけ、カラオケ、エステシャンによる、顔、デコルテ、ハンドのマッサージ・
きれいにお化粧、及びリハビリマッサージを希望者に提供している。毎週受けているご利用者は
とても肌が綺麗で、羨ましく思う。（ほぼ全員同意見）③皆様それぞれ、個性豊かに、我儘に気ま
まに、暮している。それをやすらぎは当たり前の様に受けいれている（ほぼ全員同意見）④園長
が職員入り口に毎日美味しい飴を置いてくれていて、朝それを口に入れると優しい気持ちで仕
事ができる。（同意見有り）　⑤いつか認知症になったらやすらぎに入りたいと思えるホームをス
タッフ皆が目指している。（同意見有り）

事業所名 グループホーム　やすらぎ

〒825-0002　福岡県田川市大字伊田４２６番地　　　　電話0947-42-8830

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う70

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが利用者は、日常的に戸外へ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

63

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会




















